
２
０
２
０
年
は
２
度
目
の

東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
の
年
で
す
。
安
倍
政
権
や

経
営
者
団
体
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
騒
ぎ
で
明
る
く
装
い
労
働

者
や
国
民
の
不
満
を
た
ぶ
ら

か
し
、
ご
ま
か
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
昨
年
１
０

月
に
、
消
費
税
を
１
０
％
に

上
げ
て
、
全
世
代
型
社
会
保

障
を
し
て
い
く
な
ど
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
消
費
税
増

税
後
す
ぐ
に
７
５
歳
以
上
の

老
人
医
療
費
の
負
担
を
１
割

負
担
か
ら
２
割
負
担
に
す
る

と
言
い
だ
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
世
間
の
反
発
が
多

数
あ
り
、
す
ぐ
に
７
５
歳
以

上
で
年
収
５
０
０
万
円
以
上

の
人
は
２
割
負
担
に
変
更
を

し
て
き
て
い
ま
す
。

財
界
や
経
団
連
等
は
、
賃

上
げ
は
し
て
い
る
の
に
経
済

が
停
滞
し
て
い
る
の
は
社
会

保
障
関
連
の
費
用
が
上
が
っ

た
り
高
い
か
ら
、
労
働
者
の

生
活
が
良
く
な
ら
な
い
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
発
信
し

て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し

た
ら
、
消
費
税
１
０
％
が
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
労
働

者
、
国
民
に
効
い
て
く
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

日
本
の
貧
困
は
か
な
り
進

ん
で
き
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ

に
次
い
で
世
界
第
２
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
食
事
が
ま
と
も

に
食
べ
ら
れ
な
い
人
も
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

格
差
も
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

い
て
、
日
本
の
お
金
持
ち
た
っ

た
４
０
人
の
資
産
が
他
の
日

本
人
の
総
資
産
と
同
じ
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
資
料
が
出
て

い
る
そ
う
で
す
。

善
良
な
労
働
者
、
国
民
は

経
団
連
や
安
倍
政
権
の
横
暴

に
対
し
て
無
批
判
で
よ
い
の

か
。

何
故
も
っ
と
怒
ら
な
い
の
だ

ろ
う
か
、
香
港
や
パ
リ
の
デ

モ
の
報
道
を
見
る
た
び
に
感

じ
ま
す
。

普
通
に
８
時
間
働
け
ば
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
様
に

賃
上
げ
や
生
活
改
善
の
た
め

の
運
動
を
し
て
い
き
ま
す
の

で
マ
ト
モ
な
労
働
組
合
に
加

入
し
て
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）
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職
場
で
働
く
皆
様
明
け
ま
し
て
、

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

執
行
委
員
長

長
谷
川

清

春
川
晃
三

作



昨
年
１
０
月
に
消
費
税
が
１
０
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
景
気
悪
化
が
続
き
、

さ
ら
に
大
会
終
了
後
に
は
働
く
労
働

者
国
民
の
「
生
活
悪
化
」
が
今
以
上

本
格
的
と
な
り
地
域
経
済
が
悪
く
な

る
と
言
わ
れ
ま
す
。

政
府
は
、
「
社
会
保
障
制
度
を
ま

も
る
た
め
」
「
財
政
を
再
建
す
る
た

め
」
と
消
費
税
増
税
を
正
当
化
し
て

い
ま
す
が
、
大
企
業
減
税
の
穴
埋
め

に
使
わ
れ
る
だ
け
で
資
本
金
１
０
億

円
以
上
の
大
企
業
で
は
内
部
留
保
が

４
４
９
兆
円
を
突
破
し
て
過
去
最
高

を
更
新
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
労
働
者
の
賃
金
は
１
９
９

７
年
を
ピ
ー
ク
に
下
が
り
続
け
て
、

低
賃
金
の
非
正
規
雇
用
の
比
率
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
正
社
員
の

賃
金
も
実
質
的
に
は
上
が
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
し
て
税
金
・
社
会
保
険
料

の
負
担
が
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

２
０
年
前
の
同
一
年
齢
と
比
較
す

る
と
４
０
代
か
ら
５
０
代
で
は
１
０

万
円
近
く
も
実
質
賃
金
（
手
取
り
額
）

が
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
試
算
も
あ

り
ま
す
。
や
は
り
、
２
０
春
闘
で
は

大
幅
賃
金
賃
上
げ
実
現
と
消

費
税
減
税
さ
せ
生
活
改
善
と

景
気
回
復
に
取
り
組
む
こ
と

で
す
。

春
闘
は
、
１
９
５
５
年
か

ら
始
ま
り
６
０
～
７
０
年
代

に
か
け
て
全
国
的
な
た
た
か

い
へ
と
大
き
く
発
展
し
ま
し

た
。
労
働
組
合
が
春
闘
を
め

ざ
し
た
第
１
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
賃
金
交
渉

を
全
国
の
労
働
組
合
が
春
の

時
期
に
一
緒
に
た
た
か
う
統

一
闘
争
が
組
ま
れ
た
こ
と
。

第
２
に
は
、
「
賃
金
の
生
計

費
原
則
」
を
前
面
に
か
か
げ
、
企
業

業
績
や
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
仲
間
の
賃
金
め
ざ
し
て
、
前
進

す
る
な
か
で
「
春
に
な
れ
ば
賃
金
が

上
が
る
」
と
ル
ー
ル
を
つ
く
り
あ
げ

て
、
す
べ
て
の
仲
間
に
人
間
ら
し
く

生
活
す
る
権
利
が
あ
り
、
経
営
者
に

は
労
働
者
の
く
ら
し
を
守
る
責
任
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

９
０
年
代
以
降
、
春
闘
解
体
の
攻

撃
が
つ
よ
ま
る
な
か
で
賃
金
の
生
計

費
原
則
が
否
定
さ
れ
、
「
賃
金
は
成

果
や
業
績
で
決
ま
る
」
と
い
う
考
え

方
が
押
し
込
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
春
闘
で
勝
ち
取
っ
て
き
た

憲
法
２
５
条
の
「
生
存
権
保
障
」

（
人
間
ら
し
く
生
活
す
る
権
利
）
や

憲
法
２
８
条
の
「
労
働
基
本
権
」

（
賃
金
・
労
働
条
件
は
労
働
組
合
と

の
協
議
を
つ
う
じ
て
決
定
さ
れ
る
べ

き
権
利
）
の
理
念
を
真
っ
向
か
ら
否

定
し
、
経
営
者
は
「
経
営
の
先
ゆ
き

不
安
な
ど
と
賃
金
引
き
上
げ
」
を
抑

え
て
き
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
一
人
の
生
計
費
に
も
と
づ

き
「
春
に
な
れ
ば
賃
金
引
上
げ
当
た

り
前
」
の
運
動
を
強
め
る
こ
と
で
す
。

《
支
部
副
委
員
長

矢
部
常
次
》

（２）

今年こそ、働く労働者すべてに

賃金引き上げが当たり前の 20春闘へ

今年、20２0年は東京オリンピック・

パラリンピック大会が開催され、マス

コミをはじめすべての分野で話題となっ

ている。本当に一つの話題に振り回さ

れていいのだろうかと思う。



春
闘
か
ら
重

視
す
べ
き
は
、

全
国
一
律
最
低

賃
金
の
確
立
で

す
。
最
賃
制
が

２
０
０
７
年
頃

か
ら
上
昇
し
て
、

春
闘
賃
上
げ
率

を
追
い
越
し
、

そ
の
後
も
高
い

賃
上
げ
率
に
な
っ

て
働
く
仲
間
の

賃
金
底
上
げ
に

な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

日
本
の
最
低

賃
金
は
、
都
道

府
県
ご
と
に
４

つ
の
ラ
ン
ク
に

分
け
ら
れ
、
２

０
１
９
年
の
改

定
で
は
、
最
高

(

東
京
：
１
，

０
１
３
円)

と

最
低(

１
５
県
：

７
９
０
円)

で
、

時
給
で
２
２
３

円
と
３
割
近
い

格
差
が
あ
り
ま

す
。
都
市
と
地

方
で
格
差
が
つ
け
ら
れ
、
そ
の
差
は

年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。

地
方
は
急
激
な
人
口
減
少
や
県
外

へ
の
人
口
流
出
に
よ
っ
て
地
域
の
経

済
が
大
き
く
疲
弊
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
地
方
の

最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
て
、

最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差
を
な
く
し

て
ゆ
く
全
国
一
律
最
低
賃
金
の
確
立

す
る
こ
と
で
す
。

地
域
経
済
の
再
生
の
カ
ギ
は
全
国

一
律
最
低
賃
金
制
の
導
入
と
中
小
企

業
対
策
で
す
。
最
賃
が
一
律
に
な
り
、

上
が
れ
ば
、
消
費
購
買
力
が
増
え
、

中
小
企
業
も
潤
え
ま
す
。
最
賃
引
き

上
げ
と
併
行
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ

う
に
大
胆
な
中
小
企
業
助
政
策
（
社

会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
軽
減
）
を

国
に
求
め
て
ゆ
く
大
き
な

運
動
が
必
要
で
す
。

労
働
組
合
の
あ
る
と
こ

ろ
は
、
従
来
の
賃
上
げ
の

取
り
組
み
「
生
計
費
を
基

本
に
大
幅
賃
上
げ
」
を
重

視
。
積
極
的
に
獲
得
で
き

る
と
こ
ろ
は
、
先
行
組
合

と
な
っ
て
賃
上
げ
の
相
場

引
上
げ
役
に
な
る
事
。

そ
し
て
、
労
働
組
合
・

組
合
員
が
、
す
べ
て
の
仲

間
の
賃
金
引
上
げ
実
現
で
暮
ら
し
を

守
る
「
８
時
間
働
け
ば
生
活
で
き
る

賃
金
」
に
す
る
た
め
に
も
「
最
賃
を

今
す
ぐ
時
給
１
，
０
０
０
円
！
そ
し

て
１
５
０
０
円
の
早
期
実
現
に
確
信

を
持
ち
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
の
確

立
」
の
先
頭
に
な
っ
て
運
動
を
取
り

組
み
、
労
働
組
合
の
良
さ
・
必
要
性

を
知
ら
せ
る
事
で
す
。

組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
８
割
を

超
え
る
大
多
数
の
未
組
織
労
働
者
に

「
８
時
間
働
け
ば
生
活
で
き
る
賃
金
」

の
実
現
を
呼
び
か
け
、
２
０
春
闘
で

国
へ
「
全
国
一
律
最
賃
」
地
署
名
運

動
を
広
げ
、
世
論
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。

《
支
部
副
委
員
長

矢
部
常
次
》

（３）

な
ん
ぶ
せ
ん

世
界
の
男
女
平
等
の
度
合
い

を
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
の
１

９
年
度
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
」
で
、
日
本
は
１
１
０

位
か
ら
１
２
１
位
に
、
先
進
国

最
低
水
準
で
、
中
国(

１
０
６

位
）
や
韓
国(

１
０
８
位
）
な

ど
ア
ジ
ア
主
要
国
を
も
下
回
っ

た
。
▼
日
本
の
恥
が
ま
た
増
え

た
。
１
位
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で

北
欧
各
国
が
上
位
を
占
め
て
い

る
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
が
５

３
位
。
▼
安
倍
首
相
は
、
男
女

共
同
社
会
の
実
現
を
公
約
に
挙

げ
て
い
た
が
、
女
性
の
地
位
が

益
々
後
退
す
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
女
性
の
社
会
進
出

で
遅
れ
て
い
る
の
が
政
治
家
だ
。

▼
男
女
賃
金
格
差
の
是
正
も
改

善
が
遅
れ
て
い
る
。
パ
ワ
ハ
ラ
・

セ
ク
ハ
ラ
も
絶
え
な
い
。
女
性

の
地
位
が
各
方
面
で
改
善
す
る

こ
と
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

シ
テ
ィ
ボ
ー
イ



2020年1月1日（水） （４）

ヨコの質問
1 激しい暑さ。酷暑。
6 調子づいて、やりすぎ。

11 兵庫県南部で日本標準時の統計135度の所。
14 「骨折り損の〇〇〇〇〇〇〇」。
17 特別天然記念物の山猫が住んでいる島。
19 志村けん「私が〇〇なおじさんです」。
20 10億倍の量。
21 酵母菌類を言う。パンを作る時に必要。
23 少しだけ不足しているさま。
25 対戦相手に〇〇〇は見せられない。
27 〇〇も実力の一つ。
29 縁起が悪いこと。〇〇〇な予感。
30 昼食をとるための時間。
33 洗濯機のない人がここで洗濯する所。
36 テレビが出始めた時は〇〇〇〇だった。
37 海〇〇、川〇〇。食卓のおかずになる。
38 台風で〇〇〇決壊。
39 母親に代わって乳児の面倒を見る人。
41 漢字読み「蘆・葦・芦」
42 歌でヒロシ＆キーボーの曲「３年目の〇〇〇」。
45 会社株主総会で役員の人事000。
46 湯に入る猿で有名。地獄谷〇〇〇公苑。
47 話術によって楽しませる芸。
49 自転車やオートバイに乗って遠出をすること。
50 食事。「三度の〇〇」。
51 鎌槍の左右に突き出た枝の一方の刃。

53 フランスの服装デザイナー。
55 試合に〇〇か負けるかが問題だ。
56 淡水と海水がまじった塩分の少ない水。
57 秘密を話す。
60 ジンチョウゲ落葉低木で和紙の原料。
62 マグロで大トロ、中トロとこれがある。
63 原稿用紙の〇〇〇を埋める。
64 車を英語でこう言う。
65 刀剣のうち両刃の刃をいう。
66 山の峰と峰を結んで高く連ねる所。
67 米国の発明家。磁石式電話を発明。
68 岩よりも小さく砂よりも大きいもの。
70 パンダの好物。
71 カゼ薬を飲んだから〇〇〇治るよ。
72 口に含みな粘膜から吸収させる錠剤。
74 相撲・柔道など使う技。
76 地平線。〇〇〇ライン。車種名。
78 酒・醤油などを入れる木製の容器。
79 テレビ番組で「初めてのお〇〇〇」。
80 バスケットで日本の選手が有名。 八村〇〇選手。
82 猛獣を入れる所。
83 漢字読み「羊羹」。
85 75歳以上の人。〇〇〇高齢者。
87 髪の毛をすいたり、髪の飾りに使う道具。
89 1949年に発見された小惑星。
91 群馬と長野との境の峠。釜めしで知られる。
92 どこを切っても同じ顔のお菓子。

タ
テ
の
質
問

1 

読
経
の
時
に
鳴
ら
す
木
製
の
仏
具
。

2 

江
戸
後
期
の
浮
世
絵
師
で

「
東
海
道
五
十
三
次
」
が
有
名
。

3

激
辛
。
舌
が
０
０
れ
る
。

4

開
演
や
授
業
の
始
ま
る
前
の
ベ
ル
。

5

パ
ソ
コ
ン
に
は
こ
れ
が
必
要
。

7

署
名
す
る
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や

芸
能
人
か
ら
〇
〇
〇
を
も
ら
う
。

8

１
㍍
は
千
〇
〇
ミ
リ
㍍
。

9

漢
字
よ
み
「
葵
」
。

10 

氷
点
下
で
地
面
に
出
来
る
も
の
。

12

お
金
を
ほ
か
の
言
い
方
で
言
う
。

13

新
し
く
建
物
を
建
て
る
こ
と
。

15

現
在
で
も
遠
洋
漁
業
で
使
わ
れ
て
い
る
通
信
。

16

外
国
か
ら
来
た
人
達
。
差
別
語
。

18

人
工
衛
星
が
と
る
軌
道
の
一
つ
。

22

金
銭
・
財
宝
を
保
管
す
る
倉
庫
。

24

神
社
の
祭
礼
の
際
、
山
車
の
上
で
行
わ
れ
る
囃
子
。

26

こ
れ
は
、
練
乳
や
粉
乳
が
あ
る
。

28

南
と
西
の
間
の
方
向
。

29

糞
。
動
物
の
〇
〇
。

31

前
向
き
な
呼
び
か
け
言
葉
。

32

デ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
見
ら
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

34

漢
字
読
み
「
烏
賊
」
。

35

小
学
生
の
入
学
式
に
こ
れ
を
背
負
っ
て
い
く
。

36
水
前
寺
清
子
の
歌
♪
「
〇
〇
〇
〇
は
歩
い
て
来
な
い
」

40

動
か
な
か
っ
た
り
、
壊
れ
た
も
の
。

「
〇
〇
〇
〇
自
動
車
」

43

泳
げ
な
い
人
が
使
う
浮
き
袋
の
形
は
。

ド
ー
ナ
ツ
型
。

44

電
気
で
電
流
の
強
さ
の
単
位
。

48

イ
カ
が
逃
げ
る
時
に
こ
れ
を
出
す
。

50 

対
面
。
「
〇
〇
〇
が
つ
ぶ
れ
る
」
。

52

腐
っ
て
も
〇
〇
。

53 

草
を
〇
〇
。

54

本
物
の
替
わ
り
と
な
る
も
の
。

55

語
る
だ
け
の
値
打
ち
あ
る
事
。

56

気
化
す
る
の
に
必
要
な
熱
量
。

58

死
の
原
因
と
な
る
重
い
傷
。

59

漢
字
読
み
「
芥
子
・
罌
粟
」

61

あ
る
物
事
の
末
の
時
期
。

62

仙
台
城
の
別
称
。

63

こ
の
答
え
は
〇
〇
か
バ
ツ
か
。

64

カ
ラ
ス
か
の
鳥
。

67

イ
タ
リ
ア
の
一
八
世
紀
に
成
立
し
た
歌
唱
法
。

69 

年
齢
と
と
も
に
出
て
く
る
。

「
〇
〇
く
ち
ゃ
爺
さ
ん
」

71

辞
退
・
辞
職
し
た
い
気
持
ち
。
〇
〇
を
表
明
。

73 

幕
末
・
明
治
時
代
の
政
治
家
。
「
〇
〇
〇
〇
舟
」
。

75

漢
字
よ
み
。
「
笊
」

77

よ
こ
歩
き
す
る
生
き
物
。
さ
る
０
０
合
戦
。

81

川
崎
の
公
園
。
〇
〇
〇
緑
地
。

82

食
材
で
〇
〇
〇
納
豆
。

84

餅
を
つ
く
の
に
〇
〇
と
杵
が
必
要
。

85

最
近
の
炊
飯
器
で
は
見
ら
れ
い

お
〇
〇
。

86

台
風
や
地
震
で
〇
〇
意
識
を
持
と
う
。

88

黒
に
対
す
る
色
。

89

耳
。
〇
〇
ほ
ん
。

90

こ
の
世
も
終
わ
り
で
あ
る
こ
と
。



①    ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

回 答 欄

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19①

20 21 22 23 24

25  ③ 26 27 28④ 29

30 31 32 33 34② 35

36 37 38 ⑧ 39 40⑦

41 42 43 44 45 46 ⑪

47 48 49 50

51 52 53 54 55

56 ⑩ 57 58 59 60 61

62 63 64 65

66 67 68 69 70 71 ⑤

72 ⑥ 73 74 75 76 77 78

79 80 81 ⑬ 82

83 84 85 86 87 88 89 90

91 92 ⑫ ⑨

（5）

新年あけましておめでとうございます
今年はオリンピック・パラリンピックの年です。身の周りでは消費税などでの不況

の嵐。平和の問題でも九条改憲が狙われています。又、ＩＲ法案でのカジノ汚職が大
変な問題となっています。

川崎支部も昨年10月組合創立50周年を迎えました。
拡大クロスワードパズルは今までにない当選者を10名に増やし商品も1000円に

しました。振るって応募ください。クイズのやり方は①～⑬を表に入れて文章を作っ
て応募ください。 回答はハガキ、メール、メモ。回答図はいり
ません。商品は図書カード、クォカード、ビール券を商品として
お届けします。 締め切りは次回の支部報の発行までです。



皆
さ
ん
か
ら
次
の
３
つ
の

質
問
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

①
今
、
一
番
怒
っ
て
い
る
こ

と

は
な
ん
で
す
か
？

②
今
年
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い

こ
と
は

何
で
す
か
？

③
今
、
買
い
た
い
も
の
は
何

で

す
か
？

【
Ｍ
Ａ
さ
ん
】

①
も
ち
ろ
ん
自
公
政
府
。
特
に
安

倍
は
す
ぐ
や
め
ろ
。

②
体
を
鍛
え
た
い
の
で
、
股
関
節

を
手
術
し
、
運
動
し
た
い
。

③
自
転
車
が
欲
し
か
っ
た
が
、
年

末
に
壊
れ
て
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
Ｓ
Ｋ
さ
ん
】

①
何
と
い
っ
て
も
安
倍
内
閣
。
辞

め
て
欲
し
い

②
絵
を
描
い
て
い
る
が
コ
ン
テ
ス

ト
に
入
選
し
た
い
。

③
特
に
な
い
。

【
Ｔ
Ｙ
さ
ん
】

①
年
金
が
下
が
り
困
っ
て
い

ま
す
。

②
仲
間
を
増
や
す
。

③
自
由
で
気
ま
ま
に
旅
行
に

行
き
た
い
。

【
Ｓ
Ｈ
さ
ん
】

①
な
ん
と
言
っ
て
も
、
安
倍

政
権
で
す
。
秘
密
保
護
法

で
何
で
も
秘
密
扱
い
に
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
以
前

に
都
合
の
悪
い
行
政
文
章
を
、

こ
と
ご
と
く
廃
棄
し
て
し
ま

う
こ
と
は
全
く
許
せ
な
い
。

行
政
文
書
で
「
１
年
未
満
で

廃
棄
」
な
ど
と
は
と
ん
で
も

な
い
こ
と
。
一
般
企
業
で
は

少
な
く
て
も
「
最
低
何
年
間

保
存
」
と
す
る
も
の
。

②
未
だ
定
ま
ら
ず
。
今
年
も

流
れ
る
ま
ま
に
？

③
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
。

以
上

２
０
１
９
年
国
民
平
和
大
行
進

通
し
行
進
者
：
矢
部
常
次

今
年
２
０
２
０
年
は
、
広

島
・
長
崎
の
被
爆
か
ら
７
５

年
を
迎
え
ま
す
。
国
連
は
３

年
前
の
２
０
１
７
年
７
月
、

核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止
す

る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

（
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、

製
造
、
備
蓄
、
移
譲
、
使
用

及
び
威
嚇
と
し
て
の
使
用
の

禁
止
な
ら
び
に
そ
の
廃
絶
に

関
す
る
条
約
）
を
採
択
し
、

い
ま
多
く
の
国
が
市
民
の
運

動
と
協
力
し
、
条
約
発
効
へ

と
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
の
条
約
は
、
５
０
ヵ
国

が
批
准
し
て
９
０
日
後
に
発

効
し
ま
す
。
昨
年
１
０
月
２

９
日
現
在
、
批
准
し
た
国
・

地
域
は
３
３
ヵ
国
、
署
名
は

７
９
ヵ
国
に
な
っ
た
と
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
昨
年
「
核
兵
器
全

面
廃
絶
」
を
め
ざ
し
て
、
北

海
道
・
礼
文
島
か
ら
東
京
ま

で
の
８
３
日
間
、
国
民
平
和
行
進

し
核
兵
器
全
面
廃
絶
を
訴
え
て
き

ま
し
た
。
今
年
中
に
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
、
世
界
か
ら
核
兵
器

保
有
国
や
廃
絶
に
反
対
す
る
日
本

政
府
に
「
悪
の
烙
印
」
を
つ
き
付

け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
今
年
は
、
４
月
２
４
日
か

ら
２
６
日
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
が
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
を

め
ざ
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
め

て
開
か
れ
ま
す
。
大
会
は
、
人
類

の
安
全
を
脅
か
し
て
い
る
気
候
変

動
や
格
差
社
会
、
経
済
、
人
権
、

労
働
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
話

し
合
わ
れ
ま
す
。
被
爆
者
を
先
頭

に
、
日
本
と
世
界
の
反
核
・
平
和

運
動
の
多
く
の
仲
間
が
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
で
の
最
大
の
ア
ピ
ー
ル
と
し

て
パ
レ
ー
ド
や
共
同
で
署
名
を
提

出
し
ま
す
。
全
国
で
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
を
集
め
、
み
な
さ
ん

の
声
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
響
か
せ

ま
し
ょ
う
。

世
界
の
流
れ
を
変
え
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

（６）

み
ん
な
の
声



十干 十二支

① 甲：きのえ 子：ね（鼠）

② 乙：きのと 丑：うし（牛）

③ 丙：ひのえ 寅：とら（虎）

④ 丁：ひのと 卯：う（兎）

⑤ 戊：つちのえ 辰：たつ（龍）

⑥ 己：つちのと 巳：み（蛇）

⑦ 庚：かのえ 午：うま（馬）

⑧ 辛：かのと 未：ひつじ（羊）

⑨ 壬：みずのえ 申：さる（猿）

⑩ 癸：みずのと 酉：とり（鶏）

⑪ 戌：いぬ（犬）

⑫ 亥：い（猿）

干
支
の
は
な
し

子
年
（
ね
ず
み
ど
し
）

子
（
ね
ず
み
）
は
、
干
支

の
中
で
一
番
目
に
数
え
ら
れ

る
動
物
で
す
。
俗
説
で
は
、

神
様
が
十
二
支
の
動
物
を
決
め
る

際
、
そ
の
家
に
一
番
最
初
に
着
い

た
の
が
ね
ず
み
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
一
番
目
に
当
て
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

要
領
が
良
く
機
転
が
利
く
と
さ

れ
る
ね
ず
み
で
す
が
、
で
は
、
子

年
に
生
ま
れ
た
人
の
特
徴
は
ど
ん

な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

【
子
年
生
ま
れ
の
特
徴
】

子
（
ね
ず
み
）
年
生
ま
れ
の
性

格
は
、
素
直
で
正
直
で
人
付
き
合

い
が
良
く
、
働
き
者
で
す
。

表
面
上
は
、
落
ち
着
い
て
見
え
る

も
の
の
、
内
面
は
怒
り
っ
ぽ
い
面

が
あ
り
ま
す
が
、
顔
に
出
さ
な
い

の
で
、
穏
や
か
な
人
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
頭
脳
明
晰
な
人
が
多
く
、

明
る
く
、
社
交
家
で
す
。
賑
や
か

な
こ
と
が
大
好
き

で
、
周
り
に
人
が

集
ま
っ
て
く
る
タ

イ
プ
で
す
。
た
だ
、

好
き
嫌
い
が
激
し

い
面
が
あ
り
、
人

を
選
び
ま
す
。

【
子
年
生
ま
れ
の
有
名
人
】

●
芸
能
人
…
木
村
拓
哉
・
中
居
正

広
・
沢
田
研
二
・
佐
藤
浩
市
・
柄

本
明

●
歴
史
上
人
物
…

明
智
光
秀

●
ス
ポ
ー
ツ
選
手
…
双
葉
山(

力
士
）
・

輪
島(

力
士
）
・
山
崎
浩
子(

新
体

操
）
・
竹
原
愼
二(
ボ
ク
サ
ー
）
・

【
浅
岡

記
】

十
干

十
二
支

干
支
と
は
正
確
に
は
、
十
干
十
二

支
（
じ
っ
か
ん
じ
ゅ
う
に
し
）
。

十
干
と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
は

６
０
個
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
り
、

ひ
と
回
り
す
る
と
６
０
歳
で
生
ま

れ
た
干
支
に
還
る
こ
と
か
ら
、
還

暦
と
い
う
。

ち
な
み
に
今
年
の
干
支
は
『
庚
子

（
か
の
え
・
ね
）

』

【
細
谷
静
雄

記
】

◎
浅
岡
正
夫
さ
ん

（
７
２
才
・
男
性
）

何
だ
か
、
も
う
こ
ん
な
年
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

気
持
ち
は
ま
だ
ま
だ
と
思
て
い
ま

す
が
、
体
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

の
で
、
皆
さ
ん
に
心
配
を
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
定
年
前
に

「
変
形
性
股
関
節
症
」
で
人
工
関

節
の
手
術
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

度
は
反
対
の
股
間
節
が
痛
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
に
係
わ
る

様
に
な
り
、
子
供
や
孫
に
当
た
る

歳
の
弁
護
士
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の

方
た
ち
と
出
会
い
、
ま
だ
少
し
は

お
役
に
立
っ
て
い
る
か
な
と
思
う

こ
の
頃
で
す
。

今
年
の
目
標
は
、
股
関
節
の
手

術
を
し
て
、
せ
め
て
海
外
旅
行
や

ハ
イ
キ
ン
グ
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
ツ

ア
ー
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
春
川
晃
三
さ
ん

（
８
４
才
）

勢
い
つ
け
て
楽
し
い
組
合
へ

昨
年
の
寒
い
時
期
に
突
然
「
桜
」

な
る
安
倍
政
権
の
ウ
ソ
と
ペ
テ
ン
、

税
金
の
私
物
化
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ

た
。
徹
底
究
明
が
求
め
ら
れ
、
と

り
わ
け
組
織
労
働
者
の
使
命
は
大

き
い
。

２
０
２
０
年
こ
の
年
に
あ
や
か

り
、
ネ
ズ
ミ
算
の
よ
う
に
組
合
員

の
増
加
し
て
い
く
「
夢
」
を
い
だ

い
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

（７）

子
年
生
ま
れ
の
方
紹
介



労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程
1月08日(水) 第6回書記局会議（支部事務所）19:00～

10日(金) 神奈川地本新年挨拶回り9:00～/ 神奈川地本旗開き（ミューザ川崎） 18:30

川崎労連旗開き（総合自治会館） 18:30～

11日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～

14日(火）川崎労連幹事会（公害会議室）18:30～

15日(水) 第10回執行委員会（支部事務所）19:00～

18日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～／絵手紙教室

19日(土) 合同分会第35回定期大会（支部事務所）10:00～

支部旗開き（支部事務所）13:00～

24日(金) 三和エレクトロニクス分会新年会

25日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～

26日(日) 支部中間総括会議（支部事務所）13:00～（29日の執行委員会はなし）

2月01日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～／ＪＭＩＴＵ中央春闘臨時大会

02日(日) ＪＭＩＴＵ地本春闘臨時大会(ミューザ川崎）13:00～

05日(水) 第７回書記局会議（支部事務所）19:00～

08日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～／支部スキー

～09日(日) 支部スキー

12日(水) 第11回執行委員会（支部事務所）19:00～

13日(木) 川崎労組懇談会（全川崎労組事務所）13:30～

15日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～

16日(日) 川崎支部臨時大会（支部事務所）13:00～

19日(水) 春闘統一要求日

22日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～

26日(水) 第12回執行委員会（支部事務所）19:00～

29日(土) 東日本集会（上野水上公園）12:00～

「働き方改革」がもたらす危うい日本の未来
～守れるか?暮らし仕事、若者たちを～

働く者の視線で一貫して取材されてきた竹信さんと一緒にこれらの問題を考えます。

☆とき:１月11日(土)14:00～ 16:00(13:30受付)

☆ところ:麻生市民館大会議室 小田急線新百合ヶ丘駅北口徒歩3分)

☆講師:竹信三恵子さん(ジャーナリスト、和光大学名誉教授)

☆資料代:500円当日精算(高校生以下は無料)。
☆定員:200名事前申し込みを優先します

お詫びと訂正
前回号で2面の絵手紙で作者が間違っていました。正しくは 横向きの絵手紙で光田さんと春川

さんの作品が逆になっていました。また、ﾅﾝﾌﾟﾚ解答者の 苗字で渋谷広之進さんと書きましたが、

正しくは「澁谷裕之進」さんでした。お詫びして訂正いたします。


